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平成26年７月25日 

各 位 

会 社 名   明 星 電 気 株 式 会 社 

代表者名   代表取締役社長 石井 潔 

（コード：6709、東証第二部） 

問合せ先   取締役財務部長 羽根木 武 

（TEL．0270－32－1105） 

 

（訂正・数値データ訂正） 

平成26年３月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）の訂正に関するお知らせ 

 

 

平成25年11月１日に開示致しました「平成26年３月第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部に

誤りがありましたので、下記のとおり訂正致します。  

また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データも送信します。 

 

 

１．訂正の理由  

 従来、基礎応用研究、新製品開発に係る研究開発費及び製造部門が行う営業活動に関する支援費用について、

「製造費用」として会計処理を行ってきましたが、平成 26 年３月期において、これを「販売費及び一般管理

費」に計上する処理に変更いたしました。これに伴い、過年度の数値について遡及適用を行いましたが、当該

遡及処理に誤りがあることが判明したため訂正するものであります。 

 

２．訂正の内容 

訂正箇所が多数に及ぶことから訂正前及び訂正後の全文をそれぞれ添付し、訂正箇所には下線を付しており

ます。 

 

以 上 



平成26年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成25年11月1日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 明星電気株式会社 上場取引所 東
コード番号 6709 URL http://www.meisei.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 石井 潔
問合せ先責任者 （役職名） 取締役 （氏名） 羽根木 武 TEL 0270-32-1105
四半期報告書提出予定日 平成25年11月8日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1. 平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

（注）第１四半期連結会計期間より、研究開発費および営業支援費について会計方針の変更を行ったため、25年３月期第2四半期について当該会計方針の変更
を反映した遡及適用後の数値を記載しております。  

(2) 連結財政状態 

（注）第１四半期連結会計期間より、研究開発費および営業支援費について会計方針の変更を行ったため、25年３月期について当該会計方針の変更を反映した
遡及適用後の数値を記載しております。   

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 1,945 △10.7 △608 ― △599 ― △377 ―
25年3月期第2四半期 2,178 △24.0 △24 ― △26 ― △1 ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 △377百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 △0百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 △2.84 ―
25年3月期第2四半期 △1.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 9,109 5,432 59.6 44.37
25年3月期 10,172 5,943 58.4 44.76
（参考）自己資本 26年3月期第2四半期 5,432百万円 25年3月期 5,943百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― 1.00 1.00
26年3月期 ― ―
26年3月期（予想） ― 1.00 1.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,000 23.0 500 413.7 480 415.8 400 685.0 3.01
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。  

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 132,796,338 株 25年3月期 132,796,338 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 11,639 株 25年3月期 7,066 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 132,786,550 株 25年3月期2Q 132,792,945 株



  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………２ 

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………２ 

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………２ 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………３ 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………４ 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ……………………………４ 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………４ 

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………５ 

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………５ 

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………７ 

   四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………７ 

   四半期連結包括利益計算書 …………………………………………………………８ 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………９ 

   （継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………９ 

   （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………９ 

   （セグメント情報等） …………………………………………………………………９ 

 ４．補足情報 …………………………………………………………………………………11 

 （１）生産、受注及び販売の状況 …………………………………………………………11 

 （２）主要な連結子会社の業績の概要 ……………………………………………………11 

  

○添付資料の目次

明星電気㈱　（6709）　平成26年３月期　第２四半期決算短信

1



当第２四半期連結累計期間（平成25年4月1日～平成25年9月30日）におけるわが国経済は、所謂アベ

ノミクスと呼ばれる政府の経済政策や日本銀行の金融政策により、円高の是正や株価回復の動きがみら

れ設備投資や雇用情勢の改善が進むなど一部に景気回復の兆しが現れているものの、一方では、実体経

済への影響は限定的であり、海外における米国の量的緩和の縮小憶測や欧州経済の不安定さおよび新興

国の景気減速懸念などから、先行きに対してはまだまだ不透明な状況が続いております。 

このような状況のもと、当社は本年２月に発表の中期事業計画に基づき、当社の強みである

「Sensing＆Communication」(測る技術・伝える技術)を事業の中核に据えて、差別化された競争力のあ

る新商品やグローバル化に対応した世界標準の商品を生み出すべく積極的な研究開発を進めてきまし

た。一例として、小型気象計の愛称「POTEKA」は、地域稠密気象観測によって得られた気温や湿度、気

圧、降雨といった観測データの蓄積をもとに、局所気象の観測に差別化した機器として「竜巻や突風な

どの予測の応用」や「熱中症やインフルエンザの対策等の健康管理」など幅広い可能性を模索して実験

中であります。また、ＩＨＩグループとの連携では、３ＤＬＲ(３次元レーザーレーダ)やＩＨＩグルー

プの各種機器に使用される共通プラットフォームの開発など、事業拡大に向けて体制の整備を進めてい

ます。 

しかしながら受注状況においては全体的に遅れぎみであり、第２四半期後半においてようやく取り戻

しつつあることおよび会計方針の変更の影響等から損益面では悪化して推移しました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比232百万円（10.7％）減少し、1,945

百万円となりました。営業損失は前年同四半期に比べ583百万円増加し608百万円となり、経常損失は前

年同四半期に比べ572百万円増加し599百万円となりました。また、四半期純損失は前年同四半期に比較

して376百万円悪化し377百万円となっております。 

なお、当社グループの売上高および利益の計上には季節的変動があり、第４四半期連結会計期間に偏

る傾向があります。詳しくは「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照下さ

い。また、当社は、前年にＩＨＩグループの一員となりましたが、それを契機に当連結会計年度より原

則として、会計処理を親会社に統一するようにしております。詳しくは４頁注記事項の「（２）会計方

針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」を参照願いますが、そのことにより以後の前期数値に

つきましては遡及手続きに基づく修正値で表現しております。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して1,062百万円減少し、9,109百

万円となりました。主な内容は、資産の部では、現金及び預金の減少（248百万円）、受取手形及び売

掛金の減少（1,974百万円）、仕掛品の増加（669百万円）、短期貸付金の増加（279百万円）等による

ものであり、負債の部では支払手形及び買掛金の減少（599百万円）によるものであります。純資産

は、当四半期純損失の計上（377百万円）と剰余金の配当による減少（132百万円）で前連結会計年度末

比510百万円減少しております。この結果、自己資本比率は58.4％から1.2ポイント増加し59.6％となり

ました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明
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平成25年５月８日に公表いたしました平成26年３月期の連結業績予想に比べ、当第２四半期連結累計

期間の売上高は、通期予想に対しては24.3％の進捗であります。これは、官公庁への納入割合が大きく

納期が年度末に偏ることから、第４四半期連結会計期間に売上が集中する傾向が顕著であり、売上高お

よび利益の計上には著しい季節的変動があります。 

通期の業績予想につきましては、上半期は厳しい業績となりましたが、遅れていた受注も取り戻しつ

つあることから、現段階におきましては平成25年５月８日に公表しました業績の予想数値を据え置いて

おります。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

１．研究開発費 

当社における、基礎応用研究、新製品開発に係る研究開発費について、従来、「製造原価」として会

計処理を行ってきましたが、第１四半期連結会計期間より、「販売費及び一般管理費」に計上する処理

に変更しております。これは、親会社との会計処理の統一を図るとともに、新たに研究開発グループを

組織するなど、基礎応用研究、新製品開発に係る研究開発活動の増加が見込まれることから、より期間

損益計算の適正化を図るために行ったものであります。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期

連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。この結果、遡及適用を行う前と比較し、前第２四半

期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ20,966千円増加して

おります。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金

の期首残高は9,271千円減少しております。 

２．営業支援費 

当社における、製造部門が行う営業活動に関する支援費用について、従来、「製造原価」として会計

処理を行ってきましたが、第１四半期連結会計期間より、「販売費及び一般管理費」に計上する処理に

変更しております。これは、親会社との会計処理の統一を図るとともに、当社の子会社化によって、Ｉ

ＨＩグループを意識した新製品の市場への投入や新市場の開拓活動の増加等の変化が見込まれることか

ら、より期間損益計算の適正化を図るために行ったものであります。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期

連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。この結果、遡及適用を行う前と比較し、前第２四半

期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ20,573千円増加して

おります。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金

の期首残高は9,293千円減少しております。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

○税金費用の計算

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 356,644 107,825

受取手形及び売掛金 4,358,655 2,383,928

製品 36,755 58,860

仕掛品 688,497 1,358,276

原材料及び貯蔵品 445,993 451,460

短期貸付金 340,175 619,207

繰延税金資産 437,119 666,759

その他 49,140 54,622

貸倒引当金 △543 △753

流動資産合計 6,712,437 5,700,187

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 215,312 210,987

機械装置及び運搬具（純額） 139,437 119,035

土地 2,549,587 2,549,587

リース資産（純額） 24,213 14,639

建設仮勘定 32,828 50,031

その他（純額） 255,738 230,716

有形固定資産合計 3,217,118 3,174,999

無形固定資産

リース資産 933 583

その他 55,656 49,487

無形固定資産合計 56,589 50,071

投資その他の資産

投資有価証券 109,804 109,458

長期貸付金 1,249 974

繰延税金資産 35,222 35,222

その他 58,602 57,580

貸倒引当金 △18,870 △18,870

投資その他の資産合計 186,008 184,365

固定資産合計 3,459,716 3,409,436

資産合計 10,172,154 9,109,623
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,517,527 918,240

未払金 115,142 102,268

リース債務 17,587 12,288

未払法人税等 17,624 14,491

未払消費税等 57,236 3,286

製品保証引当金 103,820 96,456

賞与引当金 147,473 220,667

受注損失引当金 1,665 33,583

その他 108,405 155,000

流動負債合計 2,086,482 1,556,284

固定負債

リース債務 7,560 2,451

退職給付引当金 1,226,936 1,210,400

環境対策引当金 50,243 50,243

再評価に係る繰延税金負債 857,447 857,447

固定負債合計 2,142,187 2,120,542

負債合計 4,228,669 3,676,827

純資産の部

株主資本

資本金 2,996,530 2,996,530

利益剰余金 1,398,994 888,731

自己株式 △596 △1,022

株主資本合計 4,394,928 3,884,239

その他の包括利益累計額

土地再評価差額金 1,548,556 1,548,556

その他の包括利益累計額合計 1,548,556 1,548,556

純資産合計 5,943,485 5,432,796

負債純資産合計 10,172,154 9,109,623
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

売上高 2,178,426 1,945,437

売上原価 1,520,913 1,793,780

売上総利益 657,512 151,656

販売費及び一般管理費 681,896 759,712

営業損失（△） △24,383 △608,055

営業外収益

受取利息 41 1,904

受取賃貸料 13,956 15,054

その他 2,984 2,283

営業外収益合計 16,981 19,242

営業外費用

支払利息 2,648 1,599

売上債権売却損 509 12

支払手数料 3,939 －

株式管理費用 2,980 6,005

為替差損 156 521

その他 9,133 2,487

営業外費用合計 19,368 10,627

経常損失（△） △26,769 △599,439

特別損失

減損損失 2,215 －

環境対策引当金繰入額 33,373 －

特別損失合計 35,588 －

税金等調整前四半期純損失（△） △62,358 △599,439

法人税等 △61,055 △221,966

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,302 △377,473

四半期純損失（△） △1,302 △377,473
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,302 △377,473

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 1,291 －

その他の包括利益合計 1,291 －

四半期包括利益 △11 △377,473

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △11 △377,473

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

当社グループは、通信、電子、電気計測、情報処理等の機器・装置を製造販売する環境計測システム

メーカーとして単一の事業を営んでおり、社内におけるマネジメントにおいても全体を一つの事業とし

ております。従いまして、報告セグメントは単一でありますので以下に関連情報につき記載いたしま

す。 

① 製品及びサービスに関する情報 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

② 地域に関する情報 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

  （注）有形固定資産はすべて国内に所在しており、海外に所在するものはありません。 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

  （注）有形固定資産はすべて国内に所在しており、海外に所在するものはありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

製品機種区分 売上高（千円） 構成比（％）

気象環境防災分野 1,368,436 62.8

宇宙防衛分野 494,368 22.7

その他分野 315,621 14.5

合計 2,178,426 100.0
 

製品機種区分 売上高（千円） 構成比（％）

気象環境防災分野 749,388 38.5

宇宙防衛分野 807,017 41.5

その他分野 389,031 20.0

合計 1,945,437 100.0
 

売上高（千円） 構成比（％）

国内の外部顧客への売上高 2,096,032 96.2

海外の外部顧客への売上高 82,394 3.8

合計 2,178,426 100.0
 

売上高（千円） 構成比（％）

国内の外部顧客への売上高 1,940,078 99.7

海外の外部顧客への売上高 5,359 0.3

合計 1,945,437 100.0
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③主要な顧客に関する情報 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

  

  

主要な顧客の名称 売上高（千円） 主要な製品機種区分

気象庁 455,455 気象環境防災分野

株式会社ＮＴＴドコモ 238,945 その他分野
 

主要な顧客の名称 売上高（千円） 主要な製品機種区分

独立行政法人宇宙航空研究開発機
構

239,021 宇宙防衛分野

株式会社ＩＨＩ 231,585 その他分野

防衛省 228,105 宇宙防衛分野

気象庁 220,154 気象環境防災分野
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当第２四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりです。 

（注）１．金額は販売価格によっております。 

   ２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

当第２四半期連結累計期間における受注実績は、次のとおりです。 

（注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

当第２四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりです。 

（注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

なお、当社グループの事業は単一事業であるため、生産実績、受注実績、販売実績とも事業の種

類別はありません。 

  

当社の連結子会社は、当社が100％出資する明星マネジメントサービス株式会社のみです。当第２四

半期連結累計期間での当該子会社の売上高は全額が当社の仕入高となっており、また企業グループにお

ける連結決算において当該子会社の重要性は、金額的にも質的にも僅少であります。 

当第２四半期連結累計期間の当該子会社の売上高は131,780千円、経常利益2,508千円、税引前四半期

純利益2,508千円、四半期純利益2,405千円であります。 

  

４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

  ① 生産実績

当第２四半期連結累計期間
前年同四半期比

期  間 （自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

金  額 (千円) 割合（%）

 計 2,621,911 △12.0 

 

 ② 受注実績

当第２四半期連結累計期間

期  間 （自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

受注高(千円)
前年同四半期比

（%）
受注残高(千円)

前年同四半期比

（%）

  

計 

 

3,761,403 +44.3 3,769,641 +32.5

 

 ③ 販売実績

当第２四半期連結累計期間
前年同四半期比

期  間 （自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

金  額 (千円) 割合（%）

   計 1,945,437 △10.7

 

（２）主要な連結子会社の業績の概要
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平成26年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成25年11月1日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 明星電気株式会社 上場取引所 東 
コード番号 6709 URL http://www.meisei.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 石井 潔
問合せ先責任者 （役職名） 取締役 （氏名） 羽根木 武 TEL 0270-32-1105
四半期報告書提出予定日 平成25年11月8日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

（注）第１四半期連結会計期間より、研究開発費および営業支援費について会計方針の変更を行ったため、25年３月期第2四半期について当該会計方針の変 
更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。 

(2) 連結財政状態 

（注）第１四半期連結会計期間より、研究開発費および営業支援費について会計方針の変更を行ったため、25年３月期について当該会計方針の変更を反映し 
た遡及適用後の数値を記載しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 1,945 △10.7 △623 ― △614 ― △387 ―
25年3月期第2四半期 2,178 △24.0 △35 ― △37 ― △27 ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 △387百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 △26百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 △2.91 ―
25年3月期第2四半期 △0.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 9,032 5,355 59.3 40.33
25年3月期 10,104 5,875 58.2 44.25
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  5,355百万円 25年3月期  5,875百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― 1.00 1.00
26年3月期 ― ―
26年3月期（予想） ― 1.00 1.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,000 23.0 500 446.0 480 380.2 400 591.5 3.01

matumoto
タイプライターテキスト
【訂正前】

matumoto
線

matumoto
線

matumoto
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matumoto
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matumoto
線

matumoto
線
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線
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線

matumoto
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matumoto
線

matumoto
線

matumoto
線

matumoto
線

matumoto
線
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線
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線
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対す
る四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 132,796,338 株 25年3月期 132,796,338 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 11,639 株 25年3月期 7,066 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 132,786,550 株 25年3月期2Q 132,792,945 株
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当第２四半期連結累計期間（平成25年4月1日～平成25年9月30日）におけるわが国経済は、所謂アベ

ノミクスと呼ばれる政府の経済政策や日本銀行の金融政策により、円高の是正や株価回復の動きがみら

れ設備投資や雇用情勢の改善が進むなど一部に景気回復の兆しが現れているものの、一方では、実体経

済への影響は限定的であり、海外における米国の量的緩和の縮小憶測や欧州経済の不安定さおよび新興

国の景気減速懸念などから、先行きに対してはまだまだ不透明な状況が続いております。 

このような状況のもと、当社は本年２月に発表の中期事業計画に基づき、当社の強みである

「Sensing＆Communication」(測る技術・伝える技術)を事業の中核に据えて、差別化された競争力のあ

る新商品やグローバル化に対応した世界標準の商品を生み出すべく積極的な研究開発を進めてきまし

た。一例として、小型気象計の愛称「POTEKA」は、地域稠密気象観測によって得られた気温や湿度、気

圧、降雨といった観測データの蓄積をもとに、局所気象の観測に差別化した機器として「竜巻や突風な

どの予測の応用」や「熱中症やインフルエンザの対策等の健康管理」など幅広い可能性を模索して実験

中であります。また、ＩＨＩグループとの連携では、３ＤＬＲ(３次元レーザーレーダ)やＩＨＩグルー

プの各種機器に使用される共通プラットフォームの開発など、事業拡大に向けて体制の整備を進めてい

ます。 

しかしながら受注状況においては全体的に遅れぎみであり、第２四半期後半においてようやく取り戻

しつつあることおよび会計方針の変更の影響等から損益面では悪化して推移しました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比232百万円（10.7％）減少し、1,945

百万円となりました。営業損失は前年同四半期に比べ588百万円増加し623百万円となり、経常損失は前

年同四半期に比べ577百万円増加し614百万円となりました。また、四半期純損失は前年同四半期に比較

して359百万円悪化し387百万円となっております。 

なお、当社グループの売上高および利益の計上には季節的変動があり、第４四半期連結会計期間に偏

る傾向があります。詳しくは「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照下さ

い。また、当社は、前年にＩＨＩグループの一員となりましたが、それを契機に当連結会計年度より原

則として、会計処理を親会社に統一するようにしております。詳しくは４頁注記事項の「（２）会計方

針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」を参照願いますが、そのことにより以後の前期数値に

つきましては遡及手続きに基づく修正値で表現しております。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して1,072百万円減少し、9,032百

万円となりました。主な内容は、資産の部では、現金及び預金の減少（248百万円）、受取手形及び売

掛金の減少（1,974百万円）、仕掛品の増加（655百万円）、短期貸付金の増加（279百万円）等による

ものであり、負債の部では支払手形及び買掛金の減少（599百万円）によるものであります。純資産

は、当四半期純損失の計上（387百万円）と剰余金の配当による減少（132百万円）で前連結会計年度末

比520百万円減少しております。この結果、自己資本比率は58.2％から1.1ポイント増加し59.3％となり

ました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明
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平成25年５月８日に公表いたしました平成26年３月期の連結業績予想に比べ、当第２四半期連結累計

期間の売上高は、通期予想に対しては24.3％の進捗であります。これは、官公庁への納入割合が大きく

納期が年度末に偏ることから、第４四半期連結会計期間に売上が集中する傾向が顕著であり、売上高お

よび利益の計上には著しい季節的変動があります。 

通期の業績予想につきましては、上半期は厳しい業績となりましたが、遅れていた受注も取り戻しつ

つあることから、現段階におきましては平成25年５月８日に公表しました業績の予想数値を据え置いて

おります。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

１．研究開発費 

当社における、基礎応用研究、新製品開発に係る研究開発費について、従来、「製造原価」として会

計処理を行ってきましたが、第１四半期連結会計期間より、「販売費及び一般管理費」に計上する処理

に変更しております。これは、親会社との会計処理の統一を図るとともに、新たに研究開発グループを

組織するなど、基礎応用研究、新製品開発に係る研究開発活動の増加が見込まれることから、より期間

損益計算の適正化を図るために行ったものであります。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期

連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。この結果、遡及適用を行う前と比較し、前第２四半

期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ26,348千円増加して

おります。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金

の期首残高は15,094千円減少しております。 

２．営業支援費 

当社における、製造部門が行う営業活動に関する支援費用について、従来、「製造原価」として会計

処理を行ってきましたが、第１四半期連結会計期間より、「販売費及び一般管理費」に計上する処理に

変更しております。これは、親会社との会計処理の統一を図るとともに、当社の子会社化によって、Ｉ

ＨＩグループを意識した新製品の市場への投入や新市場の開拓活動の増加等の変化が見込まれることか

ら、より期間損益計算の適正化を図るために行ったものであります。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期

連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。この結果、遡及適用を行う前と比較し、前第２四半

期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ25,968千円増加して

おります。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金

の期首残高は52,424千円減少しております。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

○税金費用の計算

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 356,644 107,825

受取手形及び売掛金 4,358,655 2,383,928

製品 29,305 50,528

仕掛品 628,427 1,283,678

原材料及び貯蔵品 445,993 451,460

短期貸付金 340,175 619,207

繰延税金資産 437,119 672,641

その他 49,140 54,622

貸倒引当金 △543 △753

流動資産合計 6,644,918 5,623,139

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 215,312 210,987

機械装置及び運搬具（純額） 139,437 119,035

土地 2,549,587 2,549,587

リース資産（純額） 24,213 14,639

建設仮勘定 32,828 50,031

その他（純額） 255,738 230,716

有形固定資産合計 3,217,118 3,174,999

無形固定資産   

リース資産 933 583

その他 55,656 49,487

無形固定資産合計 56,589 50,071

投資その他の資産   

投資有価証券 109,804 109,458

長期貸付金 1,249 974

繰延税金資産 35,222 35,222

その他 58,602 57,580

貸倒引当金 △18,870 △18,870

投資その他の資産合計 186,008 184,365

固定資産合計 3,459,716 3,409,436

資産合計 10,104,635 9,032,575
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,517,527 918,240

未払金 115,142 102,268

リース債務 17,587 12,288

未払法人税等 17,624 14,491

未払消費税等 57,236 3,286

製品保証引当金 103,820 96,456

賞与引当金 147,473 220,667

受注損失引当金 1,665 33,583

その他 108,405 155,000

流動負債合計 2,086,482 1,556,284

固定負債   

リース債務 7,560 2,451

退職給付引当金 1,226,936 1,210,400

環境対策引当金 50,243 50,243

再評価に係る繰延税金負債 857,447 857,447

固定負債合計 2,142,187 2,120,542

負債合計 4,228,669 3,676,827

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,996,530 2,996,530

利益剰余金 1,331,475 811,683

自己株式 △596 △1,022

株主資本合計 4,327,409 3,807,191

その他の包括利益累計額   

土地再評価差額金 1,548,556 1,548,556

その他の包括利益累計額合計 1,548,556 1,548,556

純資産合計 5,875,966 5,355,748

負債純資産合計 10,104,635 9,032,575
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第２四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 2,178,426 1,945,437

売上原価 1,531,690 1,809,192

売上総利益 646,735 136,245

販売費及び一般管理費 681,896 759,712

営業損失（△） △35,160 △623,466

営業外収益   

受取利息 41 1,904

受取賃貸料 13,956 15,054

その他 2,984 2,283

営業外収益合計 16,981 19,242

営業外費用   

支払利息 2,648 1,599

売上債権売却損 509 12

支払手数料 3,939 －

株式管理費用 2,980 6,005

為替差損 156 521

その他 9,133 2,487

営業外費用合計 19,368 10,627

経常損失（△） △37,547 △614,851

特別損失   

減損損失 2,215 －

環境対策引当金繰入額 33,373 －

特別損失合計 35,588 －

税金等調整前四半期純損失（△） △73,135 △614,851

法人税等 △45,266 △227,849

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △27,868 △387,002

四半期純損失（△） △27,868 △387,002
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △27,868 △387,002

その他の包括利益   

繰延ヘッジ損益 1,291 －

その他の包括利益合計 1,291 －

四半期包括利益 △26,577 △387,002

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △26,577 △387,002

少数株主に係る四半期包括利益 － －

明星電気㈱　（6709）　平成26年３月期　第２四半期決算短信

8

matumoto
線

matumoto
線

matumoto
線

matumoto
線

matumoto
線

matumoto
線



該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

当社グループは、通信、電子、電気計測、情報処理等の機器・装置を製造販売する環境計測システム

メーカーとして単一の事業を営んでおり、社内におけるマネジメントにおいても全体を一つの事業とし

ております。従いまして、報告セグメントは単一でありますので以下に関連情報につき記載いたしま

す。 

① 製品及びサービスに関する情報 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

 
 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

 

② 地域に関する情報 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

 
  （注）有形固定資産はすべて国内に所在しており、海外に所在するものはありません。 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

 
  （注）有形固定資産はすべて国内に所在しており、海外に所在するものはありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

製品機種区分 売上高（千円） 構成比（％）

気象環境防災分野 1,368,436 62.8

宇宙防衛分野 494,368 22.7

その他分野 315,621 14.5

合計 2,178,426 100.0

製品機種区分 売上高（千円） 構成比（％）

気象環境防災分野 749,388 38.5

宇宙防衛分野 807,017 41.5

その他分野 389,031 20.0

合計 1,945,437 100.0

売上高（千円） 構成比（％）

国内の外部顧客への売上高 2,096,032 96.2

海外の外部顧客への売上高 82,394 3.8

合計 2,178,426 100.0

売上高（千円） 構成比（％）

国内の外部顧客への売上高 1,940,078 99.7

海外の外部顧客への売上高 5,359 0.3

合計 1,945,437 100.0
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③主要な顧客に関する情報 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

 
 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

 
  

  

主要な顧客の名称 売上高（千円） 主要な製品機種区分

気象庁 455,455 気象環境防災分野

株式会社ＮＴＴドコモ 238,945 その他分野

主要な顧客の名称 売上高（千円） 主要な製品機種区分

独立行政法人宇宙航空研究開発機
構

239,021 宇宙防衛分野

株式会社ＩＨＩ 231,585 その他分野

防衛省 228,105 宇宙防衛分野

気象庁 220,154 気象環境防災分野
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当第２四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりです。 

 
（注）１．金額は販売価格によっております。 

   ２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

当第２四半期連結累計期間における受注実績は、次のとおりです。 

 
（注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

当第２四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりです。 

 
（注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

なお、当社グループの事業は単一事業であるため、生産実績、受注実績、販売実績とも事業の種

類別はありません。 

  

当社の連結子会社は、当社が100％出資する明星マネジメントサービス株式会社のみです。当第２四

半期連結累計期間での当該子会社の売上高は全額が当社の仕入高となっており、また企業グループにお

ける連結決算において当該子会社の重要性は、金額的にも質的にも僅少であります。 

当第２四半期連結累計期間の当該子会社の売上高は131,780千円、経常利益2,508千円、税引前四半期

純利益2,508千円、四半期純利益2,405千円であります。 

  

４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

  ① 生産実績

当第２四半期連結累計期間
前年同四半期比

期  間 （自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

金  額 (千円) 割合（%）

 計 2,621,911 △12.0 

 ② 受注実績

当第２四半期連結累計期間

期  間 （自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

受注高(千円)
前年同四半期比

（%）
受注残高(千円)

前年同四半期比

（%）

  

計 

 

3,761,403 +44.3 3,769,641 +32.5

 ③ 販売実績

当第２四半期連結累計期間
前年同四半期比

期  間 （自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

金  額 (千円) 割合（%）

   計 1,945,437 △10.7

（２）主要な連結子会社の業績の概要
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